
 

　セイコーウオッチ
㈱（東京都中央区、
服部真二代表取締
役会長兼CEO）は、
国産腕時計を代表
するグランドセイ
コーから、「コンスタ
ントフォース」機構
と「トゥールビヨン」
機構を同軸に一体
化した世界初の機

構が搭載された、
機械式時計のコン
セプトモデル「TO
コンスタントフォー
ス・トゥールビヨン」
（TO）が発表され
た。
　TOは、ともに高
度な設計と製造の
技術が要求される

二つの複雑機構「コンスタントフォース」
と「トゥールビヨン」を同軸に一体化して
組み合わせることで、機械式時計として
セイコーの歴史上で最高レベルの時間
精度を実現したもの（特許登録済）。
　今年8月に商品化された機械式ムー
ブメント「9SA5」が、商品化を前提とし
て開発されたのに対して、TOの開発に
おいては、機械式時計としてさらなる高
精度化を遂げるために、商品化にとら
われない自由な発想で複雑機構を生

み出した。
　「グランドセイコースタジオ雫石」に
おけるTOの展示（非売品）では、連続
して回転するトゥールビヨンにコンスタ
ントフォースの断続的な回転が追随す
る、ユニークな動きを鑑賞できるととも
に、二つの機構が刻む音が16ビートの
躍動的なハーモニーを奏でる様子を
体感できる（スタジオは完全予約制で
の公開を予定しているが、新型コロナ
ウイルス感染拡大の防止のため、当面
の間、公開を見合わせている。予約受
付の開始時期は、グランドセイコー公
式Webサイトで改めて案内予定）。
※コンスタントフォース＝動力ぜんま
いの巻き上げ量（ぜんまいのトルクの
大小）にかかわらず、機械式時計の精
度を司る「てんぷ」に、一定したエネル
ギーを届ける機構。
※トゥールビヨン＝「てんぷ」と周辺の
部品を一定の速度で回転させること
で、重力によって生じる精度誤差を取
り消す機構。

　㈱クロスフォーが、新しい生活様式
でも「ジュエリーを楽しみたい」という
声に応え、ジュエリー専用の抗ウイル
ス・抗菌コーティング『 V I R U S 
BLOCK』を㈱ハドラスと共同開発。品
質保持期間は5年（第三者機関にて抗
ウイルス・抗菌効果証明済み）で、試着
したいが衛生面が不安という消費者の
ジレンマを解消する新定番として、今後
欠かせないアイテムとなりそうだ。
　クロスフォーは、今後同社商品全て
に抗ウイルスコーティングを行うとする

一方で、自社だけではなく、“停滞した
市場に新たな流れを起こしたい”との
考えから、他社商品であってもコーティ
ングの受注を開始する。
　さらに、コーティング技術を独占する
のではなく、『ジュエリー業界全体に貢
献したい』と、求めやすい価格で提供す
ることを決定している。
　コーティングの受注に関しては、1日
に加工できる数量に限界があることと、
顧客商品を滞留させないために、予約
制で加工依頼を受け付けている。ま

た、商品が届
いた翌日には
返送できると
している。価
格は定価200
円（リング、ペ

ンダントトップ／各1個）のところ、今年
の年末までは同社商品に限り「無償」、
他社商品は「半額」とした（送料は顧客
負担）。その他、ピアスは1ペア250円、
チェーン1本100円。
　新しい生活様式によって“衛生面の
不安”から、メイクやジュエリーをしなく
なったという声が聞かれる一方で、「お
しゃれを楽しむ気持ちをわすれたくな
い」「ジュエリーは日常に変化をもたせ
てくれる」「おしゃれを楽しむことがスト
レス発散になる」という声がある。この
ようなニーズに業界全体で対応するこ
とが大切となることだろう。　

　10月27日から始まる「第33回国際
メガネ展IOFT2020」の会場が、青海
展示棟から『西展示棟』へ変更すると、
9月9日付でアナウンスされた。
　主催者であるリードエグジビション
ジャパン㈱のIOFT事務局によると、会
期・会場の発表後から、多数の出展
社・来場者より「例年IOFTを開催して
いる西展示棟で開催できないか」「宿
泊ホテルから離れているので、例年の
会場に変更できないか」といった要望
が届いていることを受け、ビッグサイト
と交渉を続けてきた結果、オリンピック
が延期になったこともあり、調整がで
き、会場を「西展示棟1ホール」に変更
したと説明している。また、向かい側と
なる西2ホールでは日本最大のファッ
ションの展示会「ファッションワールド
東京」が同時開催されていることによ
り、“多数のファッション関連バイヤー
がIOFTにも来場し、出展各社のビジネ
ス拡大につながると確信している”とコ
メントを加えている。
　IOFTの開催に向けて、メガネの地
場産業である福井県の福井県眼鏡協
会は、「5月末までは迷っている企業が
あったが、売上は激減し大打撃を受け
ている。このままでは会社も産地も成り
立たない。産地の活性化のためにも
IOFTを成功させたい」と多くの福井県
企業が出展に向けた意気込みを表明
していると報告しており、出展企業は
270社を見込み、来場者数は1万4000
人を目指す。ただ、一部からキャンセル
するとの声が出ている現実もある。
　また、業界の活況を取り戻すために
と多くの有力眼鏡店が「この難局を乗
り越えましょう」「安全に配慮しながら
日常を取り戻すことが必要。IOFTが無

事開催されることもその一つ」「IOFT
が業界復活の狼煙になることを期待す
る」「業界全体が一致団結して乗り越
えていく必要がある」あるなどと、IOFT
を応援するコメントを出している。

注目の特別講演

　小売店の売上拡大や業界の活性化
に向け開催される特別講演も特設会
場にて、定員250名の大規模で開催す
る。登壇者も小売店で、㈱ビジョナリー

ホ ー ル
ディング
スの星﨑
尚 彦 社
長が「非
常 時 に
試される
真 の 実

力」をテーマにメガネ店の成長戦略を
講演するのをはじめ、オーマイグラス㈱
清川忠康社長の「アフターコロナを見
据えたオーマイグラスのEC戦略」、㈱ジ
ンズCX戦略本部本部長・新規事業開
発室室長、向殿文雄氏の「アフターコ
ロナ 時
代を見
据えた、
JINSの
O2O戦
略」、㈱
三越伊
勢丹執
行役員MD統
括部化粧品グ
ループ長、小宮
仁 奈 子 氏 の
「『イセタンミ

ラー』ファンづくりの秘訣」、㈱資生堂
バウムグローバルブランドユニットグ
ローバルブランドマネージャー、西脇
文美氏の「新ブランド『BAUM』、
SDGsと顧客ニーズを両立させるブラ
ンディング戦略」などと、業界全体が一
致団結して業界を盛り上げようとする
姿勢がうかがえる。
　例年、話題を集める「日本メガネド
レッサー賞
表彰式」も
実施される。
加藤勝信厚
生 労 働 大
臣、古舘伊
知郎（タレン
ト）、中井貴
一（俳優）、
吉田羊（女
優）、滝藤賢
一（俳優）、
藤田ニコル
（モデル）、生
見愛瑠（モ
デル）と注目
間違いなし
の受賞者が
決定してい
る。ただし表
彰式への参
加人数を制
限し、夜の
パーティも中
止としてい
る。
　開催する前提として、コロナ感染防
止対策は徹底される。会場に来られな
い関係者に対しては「オンライン商談
サービス」が導入される。新しい生活
様式の中で、模索しながらの見本市と
なるが、今できる予防対策は全て実施
するとリード社は伝えている。
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「TO コンスタントフォース・トゥールビヨン」 IOFTの会場を「西展示棟」に変更
他業種からも注目される特別講演

ジュエリー業界全体に貢献したいと開発した
抗菌技術「VIRUS BLOCK」を他社製品にも半額で

～メガネ小売店が開催を応援～

クロスフォーが停滞した市場に
新たな流れを起こしたいと提供開始

10月27日～29日、東京ビッグサイト
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JJAと2団体がIJT2021に対してキャンセル締め切りの延期を要望
　一般社団法人日本ジュエリー協会は、来年1月に開催予定の国際宝飾展（IJT2021）を主催するリードエグジビション
ジャパン㈱に対し、海外バイヤーの入国が可能か未確定であり、新型コロナウイルスの感染状況も不透明で、インフルエン
ザと同時流行も想定される中で、IJT2021への出展取り止めは簡単には決断できる状況ではないことを理由として、日本
真珠輸出組合、山梨県水晶宝飾協同組合との3団体連名で、展示小間契約に関して「展示会開催初日の2カ月前までの
解約料契約の2カ月延長」を主旨とした要望書を9月9日付で提出したことを発表した。
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